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▲ 国分寺の歴史を説明するボランティアガイド▲ 南側駐車場付近に設置された案内板

　３月１４日(土)、みやこ町文化遺産ボラン
ティアの会員が今川公民館の３９名の皆様
を対象に博物館と国分寺三重塔をご案内し
ました。参加した皆様は、ガイドの説明を熱
心に聞いていました。

　３月、町内外から多くの見学者が訪れる「豊前国府
跡公園」に設置している説明板２基の更新作業が完
了しました。今回の更新作業では、観光庁による英語
表記の説明も含まれるなど外国人観光客を対象とし
た仕様となっています。是非、現地でご覧ください。

３月の業務日誌から

昭
和
100
周
年

 

み
や
こ
町
制
20
周
年
記
念
特
別
展

「
昭
和
1
0
0
周
年
」
と
吉
田
増
蔵

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
５
月
の
歴
史
講
座

◆ 

会
員
募
集
！

 
み
や
こ
町
博
物
館
友
の
会

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
５
月
２
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
５
月
９
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
５
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
５
月
23
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
「
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
友
の

会
」
は
、
博
物
館
を
応
援
す
る
組
織
と

し
て
、
開
館
の
翌
年
に
結
成
さ
れ
、
以

来
31
年
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
研
修
会
や
講
演
会
な
ど
魅

力
的
な
事
業
を
計
画
中
で
す
。

　
左
記
の
日
程
で
総
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
新
規
会
員
さ
ん
も
継
続
会
員
さ

ん
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
令
和
８
年
度　
友
の
会
定
期
総
会
》

日
時
：�

５
月
16
日
（
土
）
９
時
30
分
～

会
場
：
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

内
容
：���

令
和
７
年
度
事
業
報
告

　
　
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
ほ
か

　
　
　
総
会
記
念
講
演

　
　
　
「
昭
和
1
0
0
周
年
と
吉
田
増
蔵
」

　
　
　
　
当
館
学
芸
員　
井
上
信
隆

し
た
。

　
「
昭
和
１
０
０
周
年
」
を
迎
え
る
今

年
、「
昭
和
の
原
点
は
み
や
こ
町
！
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、
こ

れ
を
記
念
し
た
企
画
展
を
６
月
21
日

（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。
企
画
展
で

は
、
吉
田
増
蔵
の
生
涯
や
功
績
の
紹

介
や
関
連
資
料
の
展
示
の
ほ
か
、
豊

後
高
田
市
「
昭
和
の
町
」
に
あ
る
「
駄

菓
子
屋
の
夢
博
物
館
」
の
小
宮
館
長

が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示

な
ど
「
な
つ
か
し
い
！
」
昭
和
の
生

活
風
景
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年

に
、
町
の
先
人
の
功
績
や
生
涯
に
思

い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
12
月
に
元

号
が
「
大
正
」
か
ら
「
昭
和
」
に
改
元

さ
れ
、
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
「
昭
和
」
は
62
年
と
14
日
続

い
た
こ
と
か
ら
、
元
号
発
祥
の
国
で
あ

る
中
国
を
凌
い
で
、
現
在
「
世
界
最
長

の
元
号
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
元
号
を
考
案
し
た
人
物
は
、
み
や

こ
町
勝
山
出
身
の
吉
田
増
蔵
で
す
。

　
「
昭
和
」は
、古
代
中
国
の
歴
史
書『
書

経
』
の
一
節
「
百
姓
昭●

明
、協
和●

萬
邦
」

に
よ
る
も
の
で
、
世
界
平
和
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
年
号
で
あ
り
、
ま
た
中
国

な
ど
他
の
元
号
使
用
国
で
使
わ
れ
た
こ

と
が
な
い
「
完
璧
な
元
号
」
と
な
り
ま
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昭
和
80
年（
２
０
０
５
）～
昭
和
90
年（
２
０
１
５
）

　

愛
知
県
で
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕
し

た
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
２
月
に
豊

津
で
は
「
小
笠
原
文
庫
」、「
豊
前
国
府
跡
」

が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
福
岡
県

西
方
沖
地
震
が
発
生
し
た
３
月
に
勝
山
、

豊
津
町
が
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
九
州
国
立
博
物
館
」
が
開
館
し
た

10
月
に
は
勝
山
の
「
庄
屋
塚
古
墳
」
な
ど

５
件
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
豊

津
町
で
は
「
秋
月
の
乱
１
３
０
回
忌
記

念
事
業
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成
18
年
（
２
０
０
６
）
２
月
、
ト
リ
ノ

冬
季
五
輪
が
開
幕
し
、
第
1
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ

で
日
本
が
初
代
王
者
に
輝
い
た
こ
の
年
、

３
月
に
北
九
州
空
港
が
開
港
し
、
勝
山

で
は
「
絹
本
著
色
当
麻
曼
荼
羅
図
」
が

県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
「
勝
山
町
史
」

小
学
校
の
再
編
に
よ
る
「
犀
川
小
学
校
」

が
開
校
し
ま
す
。
令
和
３
年（
２
０
２
１
）

２
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
ス
タ
ー
ト
し
、
７
月
に
は

１
年
遅
れ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

幕
し
ま
す
。
10
月
に
は
真
鍋
淑
郎
氏
が

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
２
月
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
北
京
冬

季
五
輪
が
開
幕
し
ま
す
。
４
月
に
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
７
月

に
安
倍
元
首
相
が
銃
撃
さ
れ
た
こ
の
年
、

節
丸
小
学
校
が
閉
校
し
ま
す
。
令
和
５

年
（
２
０
２
３
）
３
月
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本

が
14
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
５
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
「
５
類
」
移
行
し

ま
し
た
。
同
年
４
月
に
、
町
内
の
中
学

校
で
新
し
い
制
服
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
元
旦
、
石
川
・

能
登
で
震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
、
７

月
に
パ
リ
五
輪
が
開
幕
し
、
新
紙
幣
が

発
行
さ
れ
た
こ
の
年
、
３
月
に
豊
津
小

学
校
、
祓
郷
小
学
校
が
閉
校
し
、
４
月

に
豊
津
地
区
の
小
学
校
再
編
に
よ
り
新

た
に
「
豊
津
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

５
月
に
「
小
宮
豊
隆
旧
居
跡
」
が
町
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
７
月
に
は
世
界

を
舞
台
に
活
躍
す
る
佐
渡
裕
氏
と
育
徳

館
中
学
校
高
等
学
校
管
弦
楽
部
な
ど
に

よ
る
「
奇
跡
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）

４
月
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
し
、

10
月
、
日
本
初
の
女
性
首
相
に
よ
る
高
市

内
閣
が
発
足
し
た
昨
年
、
米
の
価
格
高
騰

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
み
や
こ
町
「
町

制
２
０
周
年
」
を
記
念
し
た
「
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
が
完
成
し
ま
す
。　
　
（
井
上
信
隆
）

昭
和
91
年（
２
０
１
６
）か
ら
昭
和
１００
年（
２
０
２
５
）

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
４
月
に
、
熊

本
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
城
な
ど
甚
大
な

被
害
を
記
録
し
ま
す
。
８
月
に
リ
オ
五
輪

が
開
幕
し
ま
す
。
同
年
２
月
に
、
み
や

こ
伊
良
原
学
園
校
舎
が
完
成
し
、
３
月

に
は
み
や
こ
町
は
合
併
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
翌
月
に
は「
小
宮
豊
隆
資
料
」

が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
法
政
大
学

の
学
長
を
務
め
た
松
室
致
の
顕
彰
碑
が

博
物
館
前
に
建
立
さ
れ
ま
す
。
平
成
29

年
（
２
０
１
７
）
１
月
、
米
国
大
統
領
に

ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
。
同
年
４
月
に
「
豊

前
神
楽
」
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
２
月

に
平
昌
五
輪
が
開
幕
し
、
９
月
に
北
海

道
で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
同
年

３
月
、「
千
女
房
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
が
県

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
伊
良
原
ダ
ム

が
完
成
し
ま
す
。
平
成
31
年（
２
０
１
９
）

明
仁
天
皇
の
生
前
退
位
に
伴
い
、
４
月

１
日
、
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
、

５
月
１
日
に
現
在
の
天
皇
陛
下
即
位
に

伴
い
元
号
が
「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
元
号
考
案
の
際
に
も
吉
田
増
蔵

が
森
鴎
外
と
共
に
作
成
し
た
『
元
号
考
』

が
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、「
令
和
」
改

元
も
ま
た
「
吉
田
増
蔵
」
の
功
績
が
注

目
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
税
が
10
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
の
年
の
９
月
に
「
呰
見
大
塚
古
墳
」

が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
令

和
２
年
（
２
０
２
０
）
３
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
、
４
月
に
は

緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
同

月
に
「
犀
川
・
柳
瀬
・
上
高
屋
・
城
井
」

が
発
刊
さ
れ
ま
す
。
３
月
20
日
に
は
勝

山
、
豊
津
、
犀
川
の
３
町
が
合
併
し
「
み

や
こ
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
町
発

足
に
伴
い
当
館
も
「
み
や
こ
町
歴
史
民

俗
博
物
館
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
３
月
に
、

新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
１
︐３
６
５
m
）

が
開
通
し
、11
月
に
は
「
甲
塚
方
墳
」、「
山

鹿
宮
田
遺
跡
出
土
経
筒
鋳
型
資
料
」
が
町

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
20
年

（
２
０
０
８
）
８
月
に
北
京
五
輪
が
開
幕

し
、
10
月
に
小
林
誠
氏
・
益
川
敏
英
氏
・

南
部
陽
一
郎
氏
の
３
名
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
年
、
世

界
経
済
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

を
受
け
ま
す
が
、
み
や
こ
町
で
は
「
花
・

木
・
鳥
」
及
び
「
町
民
憲
章
・
町
民
の
歌
・

み
や
こ
音
頭
」
が
決
定
し
ま
す
。
平
成
21

年
（
２
０
０
９
）
１
月
、
米
国
大
統
領
に

オ
バ
マ
氏
が
就
任
し
、
６
月
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
で
大
流
行
し
ま

し
た
。
こ
の
年
、「
永
沼
家
住
宅
」
で
茅

葺
き
の
屋
根
の
ふ
き
か
え
な
ど
大
規
模

修
繕
が
実
施
さ
れ
、
10
月
に
は
「
障
子
ヶ

岳
城
跡
」「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
図
」
が
町
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年

（
２
０
１
０
）
12
月
に
東
北
新
幹
線
が
全

線
開
通
し
ま
し
た
。
３
月
、
東
九
州
自

動
車
道
「
み
や
こ
豊
津
Ｉ
C
」
の
工
事

に
着
工
し
ま
す
。
平
成
23
年（
２
０
１
１
）

7
月
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
ま
す
。
同
年
、

３
月
に
九
州
新
幹
線
「
博
多
－
新
八
代
」

間
で
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
前
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
未
曾
有
の
被

害
を
記
録
し
ま
す
。
同
月
、
み
や
こ
町
制

施
行
５
周
年
を
迎
え
、
翌
月
に
伊
良
原

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
隠こ

も
り
く国
の
里
」

が
開
館
し
ま
す
。
５
月
に
は
犀
川
と
勝
山

を
つ
な
ぐ
「
み
や
こ
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通

し
、
11
月
に
は
、
み
や
こ
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
み
や
っ
こ
君
」
に

決
定
し
ま
す
。
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

５
月
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
６
３
４

ｍ
）
が
開
業
し
、
７
月
に
ロ
ン
ド
ン
五

輪
が
開
幕
、
10
月
に
山
中
伸
弥
氏
が
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
こ

の
年
の
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
「
吉

田
学
軒
顕
彰
碑
」
の
除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月
に
長
嶋

茂
雄
氏
と
松
井
秀
喜
氏
が
国
民
栄
誉
賞

を
受
賞
し
、
６
月
に
富
士
山
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
12
月
に

日
本
料
理
が
「
和
食 

日
本
人
の
伝
統
的

な
食
文
化
」
と
し
て
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
の
4
月
に
「
み

や
こ
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用

が
開
始
し
ま
す
。
平
成
26
年（
２
０
１
４
）

２
月
に
ソ
チ
冬
季
五
輪
が
開
幕
し
、
４

月
に
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

11
月
に
「
和
紙 

日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
年
の
９
月
に
、「
み
や
こ
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
」
が
発
足
し
ま
す
。
平
成
27
年

（
２
０
１
５
）
６
月
選
挙
権
の
対
象
年
齢

が
満
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
10
月
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
っ
た
年
の
１

月
に
東
九
州
自
動
車
道
「
み
や
こ
豊
津

I
C
」
が
開
通
。
３
月
に
は
京
築
地
域
の

史
跡
や
特
産
品
な
ど
を
題
材
に
し
た
「
京

築
か
る
た
」
が
完
成
し
、11
月
22
日
に
は
、

小
宮
豊
隆
資
料
の
展
示
等
に
伴
い
、
当

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

みやこ町開庁式（平成 18年３月20日）

187

「
昭
和
１
０
０
年
」と　

　
  

吉
田
増
蔵
⑤

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


